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大塚製薬工場 
経腸栄養剤「ラコール®NF 配合経腸用半固形剤」 

6 月 2 日新発売 

 

株式会社大塚製薬工場（本社：徳島県鳴門市、代表取締役社長：大塚一郎、以下「大塚製薬工

場」）は、経腸栄養剤「ラコール®NF 配合経腸用半固形剤」を 6 月 2 日に新発売します。 

 

「ラコール®NF 配合経腸用半固形剤」は、経腸栄養剤では本邦初の半固形剤で、1kcal／g です。

摂取エネルギー当たりの有効成分及びその含量は、現在広く使われている「ラコール®NF 配合経腸

用液」と同一であり、日本人の栄養摂取パターンを基に、三大栄養素、ビタミン、ミネラル、微量元素

をバランス良く配合した半消化態経腸栄養剤です。近年、医療現場では、液剤の経腸栄養剤に添加

物を加え半固形に調製し、胃瘻から投与する方法が行われています。液剤の経腸栄養剤を半固形

化し、通常の食事を摂取した際の食塊に近い形状で投与することにより、胃が本来有している生理的

な運動を引き起こすことが期待されています。この方法は、液剤の経腸栄養剤をそのまま用いた際

の副作用対策のほか、経腸栄養剤の投与にかかる患者さんの拘束時間短縮に有効であると考えら

れています。一方で、調製時の微生物による汚染の危険性や一定の品質の確保が困難であることも

指摘されており、医療現場からは、あらかじめ半固形である医薬品経腸栄養剤の開発が望まれてい

ました。 

 

本剤は、形状をあらかじめ半固形とすることで、調製時の微生物による汚染の機会を減らし、性状

をはじめ一定の品質を確保しています。また、液剤の経腸栄養剤より短時間での投与が可能であり、

「ラコール®NF 配合経腸用液」と同様の有効性及び安全性を有しています。経腸栄養剤の投与にか

かる時間を短縮することで、胃瘻を有する患者さんの拘束時間短縮につながり、リハビリテーションの

時間確保などを可能にするのみならず、看護及び介護する方の負担の軽減も期待できます。 

 
大塚製薬工場は、適正な栄養管理に役立つ情報や製品を継続的に提供することで、臨床栄養の

領域におけるベストパートナーになるべく努力してまいります。 
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製品概要  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

製 品 名 ラコール®NF 配合経腸用半固形剤 

種 類 経腸栄養剤（医薬品） 

包 装 18 バッグ/ケース 
 
 
 
 
 
 
 
 

効 能 ・ 効 果 一般に、手術後患者の栄養保持に用いることができるが、特に長期に

わたり、経口的食事摂取が困難な場合の経管栄養補給に使用する。 
用 法 ・ 用 量 通常、成人標準量として 1 日 1,200～2,000g（1,200～2,000kcal）を胃瘻

より胃内に 1 日数回に分けて投与する。 
投与時間は 100g 当たり 2～3 分（300g 当たり 6～9 分）とし、1 回の

最大投与量は 600g とする。また、初めて投与する場合は、投与後によ

く観察を行い臨床症状に注意しながら増量して数日で標準量に達する

ようにする。 
なお、年齢、体重、症状により投与量、投与時間を適宜増減する。 

貯 法 室温保存  

使 用 期 限 製造後 13 ヵ月（バッグ等に表示） 

製造承認年月日 2014 年 3 月 24 日 

薬 価 収 載 日 2014 年 5 月 30 日 

薬 価 8.40 円/10g （300g/バッグあたり 252 円） 

製 造 販 売 元 イーエヌ大塚製薬株式会社 
販 売 提 携 大塚製薬株式会社、株式会社大塚製薬工場 
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会社概要 

株式会社大塚製薬工場 （Otsuka Pharmaceutical Factory, Inc.） 
 

 
 
 

   
 

設 立 ： 1921 年 9 月 1 日 
資 本 金 ： 8,000 万円 

代 表 者 ： 代表取締役社長 大塚一郎（おおつか いちろう） 

本社所在地 ： 〒772-8601 徳島県鳴門市撫養町立岩字芥原 115 
従 業 員 数 ： 2,343 名 （2014 年 3 月 31 日現在) 
事 業 内 容 ： 臨床栄養製品を中心とした医薬品、医療機器、機能性食品等の製造・販売 
Ｕ Ｒ Ｌ ： http://www.otsukakj.jp/ 


